年齢層のある子どもたちの紙工作における支援プログラムの一考察 : 夏休み体験教室の事例を通して by 中野 隆二
年齢層のある子どもたちの紙工作における支援プログラムの一考察
―夏休み体験教室の事例を通して―
中 野 隆 二
A Study of Supporting Program with Paper Crafts for Age Group Children





































































































































































































































































































































中 野 隆 二108
らば，前述しているように，住宅事情や塾などで，自分
一人で事を始める機会が少ないため，1つの集団として
成立たせている「教室」は，集団とともに個を育てる意
味がある。こんにちの子どもたちは，集団の中で自分を
見つける場合が多い。小学校の教室とは違った「縦割り」
の幅のある年齢の「教室」として，また，ひとつの導き
方として，日頃する事のない，興味をそそるものに水を
注いであげる役割ではないかと考える。言い換えれば，
最初から何もない状態ではなく，ちょっとしたテーマを
提案してあげることではないかと考える。これは，ある
条件を子どもたちに提示し，限られた範囲で，その中か
ら，小さな発想とともに工夫を見出す。また，自分の行
為と自分と違った発想，まわりの同年齢の子，年下の子，
年上の子などの行為，それが少しのヒントにより，しだ
いに拡大していくことを望むわけである。つまり，小さ
な想像から大きな創造へと導くものと考える。本研究の
意図とすることは，そこにあり，ちょっとしたものから，
複雑なもの，最後にやさしい，自信がつくものの，最後
に繋がり，継続するという流れである。このようなこと
が，子どもたちの成長発達する過程で支援できるとした
ひとつのプログラム研究である。この支援は，紙工作が
理解できれば，誰にでも支援できる内容だと考える。
訳注
※1．文化協会は，昭和59年（1986）に古賀市の芸術・文化発
展のために有識者による発案により組織化されたものであ
る。古賀市の文化・芸術推進の行事に関することを委託し，
事業を実行する機関でもある。文化協会は日頃に於いて，一
般の市民を対象に，歌や踊り，料理教室，美術など多彩な教
室設定と美術展や芸術祭等の催しを行なっている。
※2．地域の子どもたちが，異年齢集団における遊びを中心と
した活動を通して，人とのつきあい方や，社会のルール，他
者を思いやる気持ちを育み，生きる力を身につけることがで
きるように活動している。
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